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研究成果の概要（和文）：本研究は国家/地方/都市の異なる地域階層において越境交通・経済・環境の数量解析
を行うもので,アジア諸国の経済統計整備に関する国際標準化・調和に向けた技術的課題を明らかにした他，国
家間・地域間の産業連関表の作成し各国経済の地域間相互依存性を分析したほか,環境質の経済的価値を数量分
析し，広域政策の実証分析に必要な多くの知見を得た．また,政策評価に必要な統計分野の多国間の知的ネット
ワークを形成できた．

研究成果の概要（英文）：This research project conducted quantitative analysis of Cross-border 
Transport-Economy-Environmental policy in different regional hierarchies of Asian Countries. This 
research is composed of [1] Feasible compilation of government statistics in Asia based on 
International Standard, [2] Trial the compilation and utilization of economic statistics for tracing
 global economics, [3] Evaluation analysis of feasible regional cooperation towards economic 
integration in the Asian.It will progress through collaborations with various specialists, such as 
featuring statisticians, economists, government agencies, international organizations, and research 
partners in and out of several organizations.

研究分野： 経済統計、経済政策、交通経済

キーワード： クロスボーダー　交通・地域経済　　広域地域協力　経済統計　政策評価　環境経済分析　産業連関表

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は一次統計と加工統計（経済指標）との整合性について学術的に検証している。本研究で得られた知見は
アジアにおけるエビデンスベースでの政策評価に必要な統計整備の改善に大きな貢献をしている．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

東南アジアでは経済のグローバル化に伴い,国を越えた人やモノの移動が増加して,国家・地
域間の相互依存が進み,ASEAN は 2015 年の共同体創設に向けて域内経済の一体化を推進させ
るべく,行動計画としての「ブループリント」や「連結に関するマスタープラン」を採択し,今
後,市場統合だけでなく,単一輸送市場の実現,域内全体でのエネルギー相互供給,インフラ建設,

格差是正などを広範な分野を対象とする壮大な目標を目指しているが,域内の経済構造やガバ
ナンスが多様な為,情報の客観性・信頼性や利害関係者間での合意形成の枠組みが不十分なため,

共通政策の立案・合意形成の実効性が限られている．利害関係者間での信頼醸成を深めるため
には①各国・地域の経済構造や相互依存性を反映した国際比較が可能な統計整備と②それを用
いた政策分析の他に,③合意形成のための枠組みが必要である． 

産業連関表（IO 表）は「アクティビティを単位」として生産技術の観点から国民経済の循環
構造を数量的に捉えた勘定（加工統計）で、経済構造を鳥瞰する統計として地域・産業間の相
違や相互依存性を数量的に把握し,インフラ投資による国家間・地方間の経済波及効果を評価す
る際に有用であるが（図２）,政策評価の前提として統計の信頼性に必要な条件【①域内・域間
の経済構造（生産技術・販路構成、地域間交易）の反映、②SNA との整合性】が求められる．
EUでは域内の発展や域内格差の是正を目指して,Interregプログラムなど国境を越えた地域政
策を促進しているが,中央政府の他,地方政府や民間アクターが政策形成に参加する多様なガバ
ナンスを前提として，共同戦略の立案の能力向上に必要な大量の統計データを収集・整備して
きた．更に国連,OECD などの研究機関では,全世界を対象に各国の経済統計を収集し，グロー
バル経済のインパクトを分析するために野心的なデータベース整備を進めているが,欧米諸国
以外の国・地域の統計の多くが「機械的」計算によりデータベースに組み込むか,又はブラック
ボックス化されている（例 :GTAP【Purdue 大学】,World-IO Database【EU】,OECD-IO 

Database【OECD】,EXIOPOL）．特にアジアでは,各地域の分業構造や資源配分の相違が多様
であるため、経済構造や相互依存性を反映した国際比較が可能な統計が必要である．しかしな
がら,アジアでは産業構造や政府ガバナンスが多様で，統計勘定の国際比較可能な共通フォーム
整備がボトルネックとなっている．そこで, 産業構造やガバナンスが多様なアジア地域の中で,

①各国・地域の経済構造や相互依存性を反映した国際比較が可能な統計整備と②それを用いた
政策分析の他に,③合意形成のための枠組みが必要と考え,統計勘定の整備と利活用の両方の観
点から,研究するという着想に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は産業構造やガバナンスが多様なアジア地域の中で,主にフィリピンとインドシナ諸
国を対象として，国家/地方/都市の異なる地域階層において,越境交通・経済・環境の数量解析
を行う．なお,本研究は,多様な分野・組織に属する専門家（統計専門家,研究者/政策実務者）が
双方向で知的対話や協働作業を進めることで実現する課題で,これまでどの大学・研究機関にお
いて研究体制が確立されていない．本研究に知見により,ASEAN 地域統合の実効性向上へ貢献
する他,ODA 政策の数量的評価にも貢献する． 

 

３．研究の方法 

政策評価の前提として、【1】統計の信頼性に必要な条件【①域内・域間の経済構造（生産技
術・販路構成、地域間交易）の反映、②SNA との整合性】と、【2】合意形成の枠組みを検討す
る為に下記項目について研究を実施した． 
A．産業構造が多様なアジアの政策評価に必要な統計勘定の整備に関する現状と課題整理 
B．国家間・地域間での越境経済・交通・資源・環境の相互依存性の解析 
C．アジア地域の経済統合に向けた広域越境政策の実現可能性の評価・分析 

 
４．研究成果 
 本研究では，アジア諸国の経済統計整備に関する国際標準化・調和に向けた技術的課題を明
らかにした他，フィリピン・インドシナ地域の国家間・地域間の産業連関表の作成し，各国内
経済の地域間相互依存性や環境質の経済的価値を数量的に明らかにし，広域政策に関する実証
分析に必要な多くの知見を得たが、そのほかに社会経済の発展段階が多様でデータ制約が著し
いアジアにおいて，政策評価に必要な統計分野の多国間の知的ネットワークを形成することが
できた． 
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